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強じんな美し国ビジョンみえ（仮称）（概要案）について 

 

令和４年２月14日 

戦 略 企 画 部 

 

「強じんな美し国ビジョンみえ（仮称）」は、長期的な視点から、2030 年頃の三重の姿を展望し、

県政運営の基本姿勢や政策展開の方向性を示す、令和４（2022）年度からのおおむね 10 年先を

見据えた県の長期ビジョンです。 
 

●「強じんな美し国ビジョンみえ」と「みえ元気プラン」の関係 
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１ おおむね 10年先（2030年頃）の展望 

長期ビジョンの策定にあたり、おおむね１０年先（２０３０年頃）を想定することとし、既存のさまざま

な統計データや国の動向などを参考にしながら、国際・国内情勢と三重県を取り巻く状況の２つに

分けて展望し整理しました。 

(1) 人口減少・高齢化の進展 

(2) 安全・安心等に対するリスクの高まり 

(3) 環境問題の深刻化、エネルギー・資源事情の変化 

(4) デジタル社会の進展・新技術の開発等 

(5) 観光産業の振興 

(6) ものづくり産業の振興 

(7) 農林水産業の振興 

(8) 医療・介護の充実 

(9) 教育・次世代育成 

(10) 利便性の高い交通の実現・インフラ整備の推進 

(11) 共生社会の実現 

(12) 文化振興・スポーツの推進 

 

 

みえ元気プラン 

    

おおむね 10年先を見据えたビジョン（強じんな美し国ビジョンみえ）  

 

（三重県行政展開方針） 
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２ 基本理念 

 

 

 

○三重県は、古来、「美し国」として、街道を通じた人、物、情報の交流により発展してきました。しか

しながら、人口減少・高齢化の進展や安全保障のリスクの高まり、大規模自然災害や新興感染症

の脅威などのさまざまな課題、カーボンニュートラルやデジタル化の動きへの対応が必要な状況

にあります。 

○このような中にあっても、魅力ある観光資源や美しく豊かな自然を有することや、高速道路網の

整備の進展によるさらなる立地環境の向上など、三重の強みや良さを生かし「選ばれる地域」に

していくことで、県民の皆さんがいきいきと暮らすことができるよう取り組んでいきます。 

○例えば、北中部地域においては、観光も含めた産業の一層の振興を図ることで、大都市からビジ

ネスなどで多くの人が訪れるとともに、都市への近接性と良好な生活環境の両方の魅力を兼ね

備えた暮らしやすい地域にしていきます。 

○南部地域においては、観光産業の一層の振興を図るとともに、スマート化などによる担い手の確

保や生産性向上を通じて農林水産業を持続可能な産業とすることで、活力が向上していく地域

にしていきます。 

○また、働き方やライフスタイルに合わせた保育ニーズに対応した子育てしやすい環境づくりを進

めるとともに、適切な医療・介護サービスの提供に取り組むなど、子どもや女性、高齢者など誰も

が住み続けたいと思う地域にしていきます。 

○さらに、「癒し」、「祈り」、「伝統文化」などをキーワードに、各地の歴史・文化資産や自然を生かし、

さまざまな価値や快適な空間を提供していくことで、国内外から多くの人が集まり、自立的・持続

的に発展していく地域にしていきます。 

○そのためには、県民の皆さんの命と暮らしを守るための取組をしっかりと進めるとともに、県内各

地の特性に応じて観光資源をはじめとした地域資源を磨き上げ、未来を担う人を育て、三重の

魅力や競争力を高め、新型コロナ後の変化にも対応しつつ交流の一層の拡大につなげることで、

産業の振興をはじめとする地域課題の解決を図っていくことが大切です。 

○SDGｓはもとより、カーボンニュートラルやデジタル化などの動きに対応し、新しい考えや先端技

術を取り込むことで、過疎化・高齢化が加速する中でも、買い物や通院、通学などの生活面で不

便を感じなくてすむように、移動に関する地域課題の解決を図るなど、持続可能な地域として発

展していくことが重要になります。 

○また、誰もが社会から孤立することのないよう、さまざまな主体と連携しながら共生社会の実現に

取り組むとともに、性別、年齢、障がいの有無、国籍等にかかわらず誰もが参画・活躍できるよう

環境づくりを進める必要があります。 

○将来的にはリニア中央新幹線の県内駅の設置も計画されており、三重県は、日本の中のいわば

「成長のコリドー」の一部をなすことが想定され、飛躍的に発展していく可能性があることから、リ

ニア中央新幹線の効果を県内全域に波及させるために検討していく必要があります。 

基本理念：強じんで多様な魅力あふれる「美し国」の実現 
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○こうした取組を、国や市町をはじめさまざまな主体と連携しながら進めることで、将来世代も含め、

県民の皆さんが元気に、かつ安全・安心に暮らすことのできる持続可能な地域、すなわち「強じん

で多様な魅力あふれる『美し国』」の実現をめざしていきます。 

 

３ 政策展開の基本方向 

基本理念の実現に向けて、次のとおり＜政策展開の基本方向＞を定めて、県政を推進していき

ます。 

（１） 安全・安心の確保 

（２） 活力ある産業・地域づくり 

（３） 共生社会の実現 

（４） 未来を拓くひとづくり 

 

４ 県政運営の基本姿勢 

県民の皆さんが、笑顔で明るく、安全・安心に暮らせる三重づくりを進めるため、基本理念の実

現に向けて、以下の姿勢により県政を展開します。 

（１） 県民の信頼により進める県政 

（２） 県民のニーズに応える県政 

（３） 多様な連携により進める県政 


